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幼稚園の歴史は, 明治９ (1876) 年の東京女子
師範学校附属幼稚園の設立から始まる１)｡ 国は明治
５ (1872) 年に学制を制定し, ６歳から９歳まで
の４年間の修業年数を持つ下等小学を第一段階の学
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したものであった５)｡ 特に明治９ (1976) 年の桑田
親五訳 『幼稚園』 や関信三訳 『幼稚園記』, 明治12















が, 明治32 (1899) 年に ｢幼稚園保育及設備規定｣
という形で文部省令として制定されることになる｡








































究会 (1912年, 日本児童学会に改称) の幹事と児
童心理学の専科委員をしながら 『児童研究』 に投稿
しつつも, ｢(倉橋は) 『児童研究』 は, その 『純学








































正７ (1918) 年には倉橋が主幹となっていた ｢フ
レーベル会｣ の名称を ｢日本幼稚園協会｣ と変更し,











いく｡ 大正11 (1921) 年に帰国後, 再び附属幼稚
園主事を勤めた大正13 (1924) 年まで, 倉橋は附
属幼稚園の実践に関わりながら保育理論を少しずつ
形作り, それを保母向けの講演や 『幼児の教育』 誌
上で発表していった｡





の考えを 『幼児の教育』 誌上で発表していった｡ そ


































育』 誌上で発表していた｡ 特に昭和７ (1932) 年
以降に 『幼児の教育』 で毎号のように附属幼稚園の



























大正３ (1914) 年から翌年にかけて, 倉橋は
『婦人と子ども』 誌上で最初の体系的保育論 ｢保育






































｢幼稚園教育が自発的, 相互的, 具体的, 情緒的と
いった特徴を持つものである｣ と述べている｡
倉橋は昭和６ (1931) 年, 岩波講座 『教育科学』




















とまとめている｡ ここにおいて, 倉橋が ｢教育者自












年 『幼稚園保育法眞締』 として出版している｡ ここ




































































｢生活｣ と ｢保育設定案｣ の二種類の項目に分類さ
れ, ｢生活｣ はさらに ｢自由遊戯 (第１欄)｣ と ｢生
活訓練 (第２欄)｣ に, ｢保育設定案｣ は, ｢誘導保



































さらに, 系統的保育案は, ｢年少組 (満４歳－満
５歳) と年長組 (満５歳－満６歳) の二か年間を各
三保育期に分ち, 各保育期を週にしたがって立案し





昭和11 (1936) 年, 倉橋は夏の保育講習会にお















































ん｡ そうして, 分けておきながら, 一つ一つに強い
線でしきられないで, 分けてはおきながらずっと連













































































唱歌, 観察, 談話, 手技等の保育項目であったが,





















たのである｡ これらは, 宍戸健夫が ｢倉橋らの 『系






























































ていただきました｣ ｢今まで, だんごを作り, 象を
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